
地表性甲虫の研究(その4)

一 カクスナゴ ミム シダマ シの概 日周 期 一

北海道斜里高等学校生物部

は じめ に

われ わ れ生 物 部 は1975年 か ら1978年 の4年 間 に

わた り、 斜 里 地 方 に お け る地 表 性 甲 虫 の 生 態 と分

布 につ い て調 査 して きた 。 さ らに地 表 性 甲 虫 の 多

くは 夜 間 活 動 す る も の とい わ れ て い るが 、種 に よ

っ て そ の 夜 行 性 の タ イ プ も前 夜 半 型 ・後 夜 半 型 ・

終 夜 型 な ど、 異 な る も の と考 え ら れ る。 そ こ で19

79年 よ り地 表 性 甲 虫 の 中 の 特 に カ ク ス ナ ゴ ミム シ

ダマ シ(Goηoceρ んαん観 γecZぎco〃eMotschulsky)

の 日周 期 活 動 と食 性 につ い て調 査 研 究 を行 なった。

1979年 まで の 研 究 内 容 は知 床 博 物 館 研 究 報 告 第

2集(1980)に 報 告 して いる。そ れ を要 約 す ると、カクス

ナ ゴ ミム シ ダマ シの 活 動 期 は 日没 後 及 び 日の 出 前

の 夜 間 に行 動 す る。 活 動 が 最 も さ か ん な 時 間 は21

時 と3時 で 、2つ の 山(ピ ー ク)が 見 られ 、 夜 行

性 の宵 暁 型 に類 似 して い る。休 息期 は 日中 で 砂 の

中 、 石 の 下 、 落葉 下 で 潜 ん で い る。 次 に カ ク ス ナ

ゴ ミム シ ダマ シ の 食性 につ い て は 、 トラ ップ の糖

蜜 の 餌 に47.2%、 腐L肉 に52.8%か か っ た。 この こ

と よ り動 植 物 質 の 腐 敗 乾 燥 した粉 や屑 な ど を食 べ

る雑 食 性 と考 え られ る。

こ こ で1979年 ま で用 い た 『日周 活 動 』 に か わ り

『概 日周 期 』 の 用 語 を用 い る こ と に つ い て 調 べ た

こ と を述 べ て み た い。 生 物 が1日 の 活 動 に お い て

示 す一 定 の 周 期 性 の こ と を、 古 い用 語 にdiurnal

rhythms(日 週 期)と い っ て い た 。 こ のdiurnal

は厳 密 には 日 中 を意 味 し、 夜 間 を意 味 す るnoctu-

rna1の 反 対 語 と して使 わ れ て い た 。 この 混 乱 を さ

け る た め 、1960年 頃 に ミネ ソ タ大学 医 学 部 の ハ ー

バ ー グ が約24時 間 の周 期 現 象 に対 してcircadian

rhythms(サ ー カ デ ィア ン ・ リズ ム)と い う語 を

っ く りだ した 。こ のcircadianと い う言 葉 は 、サ ー

カ(circa=about)と デ ィー ズ(diesニday)と

い う ラテ ン語 か ら合 成 され た 英 語 で あ る。 日本 語

訳 と して は、 概 日(が い じつ)周 期 ま た は約24時

間 周 期 と い わ れ て お り、 最 近 この 言 葉 は生 物 学 用

語として完全に定着 しています。現 にわれわれが

使用する教科書の1冊 に一 桑原万寿太郎編(19

73)新 生物1実 教出版 一4.生 活の リズムの

項で 「ゴキブリにもネズ ミにも、鳥類 にも、体内

にほぼ24時 間のリズムがあり、これは概 日周期 と

いわれる」と概 日周期の用語 を用いて日周活動の

ことを説明 している。さらに、生物部が手に入れ

た多くの参考文献は、概 日周期(サ ーカディアン・

リズム)の 語で記述 されている(千 葉喜彦1975・

1979、J・ ブラディ1979)。そこで生物部は昨年 ま

で使用 した日周活動にかわり、概 日周期 を用いる

こととした。

1980年 の調査は1979年 の結果考察 を確認するた

めほとんど同 じ野外調査 を継続 した。 そして採集

した甲虫は飼育するため実験室 に持 ち帰 った。 さ

らには、野外調査 を追試す るためにこれらの甲虫

の うちカクスナゴミムシダマシの室内観察をして、

活動期の行動、さらに休息期の特徴 について概 日

周期 を調べた。

調査方法

A.野 外調査

〔採集方法〕 甲虫の採集は1979年 と同 じくトラ

ップ法 を用い、餌は食性 を調べる目的も兼ね腐肉

と糖蜜 を用いた。

〔調査期間〕 概 日周期の調査のため、採集は2

時間おきとし24時間内に12回採集 し、同時 にその

時の気温 を測定 した。調査期間は1979年 より一週

間調査 を早め、一週間早 く終 った。調査 日の間隔

は一週間おLきに行なったが、5回 目の次週7月12

日(土)か ら13日(日)は テスト準備期間のため実施

せず、一週間後の7月19日 から20日 に調査 した。

〔採集地点〕 採集場所は1979年 と同 じく斜里町

以久科原生花園の東側である。ここは北 にオホー

ツク海があり、海岸は砂丘でそこから南は二段の

段丘になっている。第1段 丘の上にはハマナス、
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図1.採.集 地 点 の環 境(断 面 図)

と こ ろ ど こ ろ にエ ゾ ノ シ シ ウ ド、 エ ゾ ス カ シユ リ

な ど が生 え、 海 岸 草 原 と な っ て い る。 第2段 .丘は

ミズナ ラ林 が 帯状 に な って い る。 また す ぐ東側 に

は 、 ア ッ カ ンベ ツ川 が流 れ て お り、 川 と段 .丘の 間

に は 、5mほ どの 崖 が あ る,,こ の よ うな地 域 に 、

1980年 か ら第1段 丘.に1箇 所 の 増 設 を して 、 計5

箇所 の トラ ッフま也点 を設 け だ.,

B.カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シの室 内 観 察

1980年 は 採 集 した 甲 虫 の飼 育 を行 な っ た .野 外

調 査 で は2時 間 お き に周 期 を調査 して い るが 、 そ

の 周 期 性 を よ り詳 し く探 る た め室 内 観 察 を して 、

!時 間 お きの 活 動 を調 べ て み た 。

飼 育 法 は1肖二径35cmの 容 器(水 槽)に 湿 っ た 砂 を

約15cmの 深 さに 入 れ 木 片 と石 と枯 葉 を入 れ て 、}†1

虫 の 隠 れ 土易 をf乍り餌 は里r外 と1司じ、 腐i勾 ・*唐蜜 を
の

使 い そ れ に キ ュ ウ リ を入 れ た.こ の よ うな 水 槽 を

2つ(A水 槽 とB/!く 槽 の 飼 育 環 境 は[ヌ15に,」ヤす)

用 意 し直 射 日 光 が さ え ぎ られ 、 外 光 が 充 分 に 入 る

窓 ぎわ に置 い た.そ れ ぞ れ の 水 槽 に1よ、1回 か ら

4回 まで に採 集 し、飼 育 しで あ った カ ク スナ ゴ ミ

ノ、シ ダマ シの う ち弱 っ で い な い もの を選 び 、20個

体 づ っ 入 れ た 、2つ の 水 槽 に 入 れ た カ ク スナ ゴ ミ

ム シ ダマ シ40個 体 は動 い て い る もの を活 動 と し、

そ の 行動 に よ っ て採 食 、 生 殖 、 一歩行 の3つ に 分 け

で記 録 した,な お生 殖 とい うの は2/固 体 が一重 な っ

で い る もの を交 尾 とみ な して 分 類 した もの で あ る.

ま た 、動 きの な い もの を休 息 と しそ の 位 置 を砂 や

隠 れ場 の 表 面 に い る ちの 、隠 れ場 の ドに いる もの 、

表 面 に 見 られ な い 素,のは す べ で 砂 の 中 に潜 ん で い

る もの と して 、3つ に 分 け て 記 録 した,こ の 時 各

20個 体 の カ ク ノ、ナ ゴ ミム シ ダマ シの 行 動 を トレー

ス しや す い よ うにす る た め 、 そ れ ぞ れ の 甲 虫 の ヒ

翅 に は 、 自色 の モ デ/レカ ラー で1司 じよ うなマ ー ク

をっ け た 。 トレー スは 甲 虫 の 行 動 を 目で 追 い そ の

軌 跡 を記 録 した。 さ ら に そ の 時 の 室 温 、湿 度 の 測

定 を行 な っ た 一、

調 査期 日 は野 外 で の5回 目 の 調査 に あ た る7月

5日(土)か ら6日(iDで'、 こ の 時 は野 外 調 .査班 と

室 内観 察 班 との2班 に分 か れ で 同 時 に調 査 を行 な

一♪た、,調査i時間 は5日 の14時 よ り始y)、1時 間 お

きに5分 ・間ll]虫 の1舌動 を記 録…し(f列:14H、¥OO分 か

ら05分 の5分 間 で 、以 下 同 様 の時 間 に観 察 して い

る)、翌 日の13H芋 ま で 計24回 径見察 した 一 な お 、 日没:

後8時 よ り翌 朝3時 まで'の観 察 時 には/0Wの 蛍.光

写 真1.室 内観 察 で の 甲 虫 の 動 き を

ト レー ス して い る。

写 真2.ヒ 翅 にマ ー ク をつ け 写 真3.室 内 観 察 に お い て11
た カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ 没:前活動 す る カ クス ナ ゴ

シの採 食活 動 。 ミム シ ダ マ シ,一
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灯 を2灯 つ け て記 録 を行 っ た。

調 査 結 果

A.地 表 性 甲 虫 の種 類 相 と優 占度

1979年 と1980年 の2年 間 に捕 獲 さ れ た地 表性 甲

虫 は10科28種 で あ る。 そ の リ ス トを各 年 の優 占度

で 表 した の が表2で あ る。 この 時 の優 占度 とは 、

捕 獲 総 個 体 数 の 中 で 各 種 ご との 占め る割 合 で 表 し

た の で あ る。

そ れ に よ る と1980年 は 、 ゴ ミム シ科 の セ ボ シ ヒ

ラ タゴ ミム シ、 エ ンマ ム シ科 の ドウ ガ ネエ ンマ ム

シ、 ケ シキ ス イ ム シ科 の クロ ヒ ラ タ ケ シ キ ス イ、

ゴ ミム シ ダマ シ科 の ホ ソカ ブ トゴ ミム シダマ シ、 ヒ

メ ゴ ミム シ ダマ シな ど5科6種 が 新 た に捕 獲 され

た。 しか し1979年 に捕 獲 した オ サ ム シ科 の オ オ ル

表2.地 表性甲虫の種類相 と優 占度

1979年 1980年

科 名 種 名
個体数 優 占度

(%) 個体数 優 占度
(%)

エ ゾカ タビロ オサ ム シ 1 0.4 0 0.0

コブ ス ジアカ ガネオサ ム シ 1 0.4 1 0.4

オ サ ム シ 科
ヒ メ ク ロ オ サ ム シ 3 1.3 2 0.7

ア イヌキ ンオサ ム シ 2 0.8 3 1.0

オオ ル リオサ ム シ 2 0.8 0 0.0

エ ゾマ イマ イカブ リ 3 1.3 0 0.0

オサ ム シモ ドキ 11 4.6 2 0.7

クロ オオ ナガ ゴ ミム シ 7 2.9 5 1.7

ゴ ミ ム シ 科 エ ゾナ ガゴ ミム シ 4 1.7 3 1.0

セ ボ シ ヒ ラ タ ゴ ミ ム シ 0 0.0 1 0.4

ア オ ゴ ミム シ 2 0.8 0 0.0

エ ン マ ム シ 科 ドウガネエ ンマ ム シ 0 0.0 1 0.4

マ エモ ンシデ ム シ 1 0.4 7 2.4

シ デ ム シ 科
ツ ノ グ ロ モ ン シ デ ム シ 0 0.0 1 0.4

オオ ヒ ラタ シデ ム シ 5 2.1 22 7.7

ヒ ラ タ シ デ ム シ 10 4.2 6 2.1

セ ン チ コ ガ ネ 科 セ ンチ コガネ 1 0.4 7 2.4

サ ビキコ リ 23 9.7 5 1.7

コ メ ツ キ ム シ 科
コ ガ ネ コ メ ツ キ 3 1.3 0 0.0

オ オ カ バ イ ロ コ メ ツ キ 1 0.4 0 0.0

トビ イ ロ ム ナ ボ ソ コ メ ツ キ 29 12.2 58 20.3

ケシキ ス イム シ科 ク ロ ヒ ラ タ ケ シ キ ス イ 0 0.0 1 0.4

コ メ ツ キ ダマ シ科 ッヤ ヒ メ ミゾ コメ ツキ ダマ シ 1 0.4 0 0.0

カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シ 106 44.5 121 42.3

ゴ ミム シ ダマ シ科
ホ ソ カ ブ トゴ ミム シ ダマ シ 0 0.0 1 0.4

ヒ メ ゴ ミム シ ダ マ シ 0 0.0 1 0.4

ホ ソ ク ビ キ マ ワ リ 1 0.4 0 0.0

ゾ ウ ム シ 科 シ ラ フ ヒ ョウ タ ン ゾ ウ ム シ 21 8.8 38 13.3

総 数 238 99.8 286 100.1

リオサ ム シ、 エ ゾマ イ マ イ カ ブ リ、 ゴ ミム シ科 の

ア ォ ゴ ミム シ、 コ メ ツ キ ム シ科 の コ ガ ネ コ メ ツ キ

な ど5科8種 の 甲 虫 は捕 獲 で きな か っ た。 さ ら に

こ の地 域 の優 占度 をみ て み る と、 カ ク ス ナ ゴ ミム

シ ダマ シは1979年 に は44.5%で1980年 で は42.3

%で あ り、2年 と も40%を 越 えて い る こ とか ら、

カ クス ナ ゴ ミム シ ダ マ シが が こ の地 域 の 優 占種 と

い え る。 トビ イ ロ ム ナ ボ ソ コ メ ツ キ は1979年 で'は

12.2%で1980年 で は20.3%と 増 加 して い る。 シ ラ

フ ヒ ョ ウ タ ンゾ ウ ム シは1979年 でvは8 .8%で1980

年 で は13.3%と わ ず か に増 加 して い る。 サ ビキ コ

リは1979年 で は9.7%で あ っ た が1980年 で は1.7

%と 減 少 し て い る。

B.野 外 調 査 に よ る時 間 別 捕 獲 数

6回 の野 外 調査 に お け る、2時 問 お きの捕 獲 数

を表3に 示 す 。 トー タル で

は9科20種 の 甲 虫 計286個

体 が捕 獲 され た。19時 か ら

5時 ま で の 夜 間 で は 全体 の

67.8%が 捕 獲 され た。 なお

1979年 で は 夜 間 に捕 獲 され

た もの は72.3%で あ っ た 。

C.カ クス ナ ゴ ミム シ ダマ

シの概 日周 期

カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シ

は6回 の調 査 で121個 体 捕

獲 さ れ た。 この と きの各 回

の 捕 獲 数 と気 温 を図2に 示

す 。

1回 目 ・天候 もよ く、 ほ

とん ど無 風 状 態 で あ っ た 。

平 均 気 温 は18.2℃ 、 甲 虫 の

活 動 も活 発 で21時 に16個 体 、

1時 に15個 体 と夜 間 に2つ

の ピ ー クが あ っ た。 総 個 体

数(N)一42と 最 高 で あ る。

2回 目 ・天候 は15時 か ら

23時 ま で晴 れ て い た が 、 翌

日の1時 か らは曇 り 日で あ

る。 平 均 気 温 も10.8℃ と低

い 。 日ぞ斐後121日寺に7イ 固イ本、

その 後23時 か ら11時 まで'は

1個 体 前 後 で 、 小 雨 が降 る

7時 に は捕 獲 され なかった 。
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表3.野 外調査 による時間別捕獲数
1時 間 別 手甫 獲

数一…=一「一一一一1応 ÷ 総 数科 名 種 名
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気 温 の 上 っ た 日中13時 に5個 体 と ピ ー クがあった。

N-20で'あ る。

3回[1・ 天 候 は快 晴 、平 均 気 温 は19.2℃ 、N-

8と 最 少 で あ っ た が、2!時 ・に4個 体 、1時 に2個

体 と少 な い な が ら も ピ ー ク と見 ら れ る。

4回 目 ・天 候 は 曇 り時 々 小 雨 、 日 中一霧 が 出 、 平

均 気 温 は10.4℃ と低 い。 天 候 の 関 係 もあ り15時 か

ら23時 まで は捕 獲 が な く、 小 雨 の 降 っ た1時 に5

個 体 、 雨 の あ が った3時 に5個 体 と 日の 出 前 に ヒ

ー クが あ っ た
。N-12で'あ る。

5回 〕 ・天 候 は 曇 り、濃 一霧、 平 均 気 温15.1℃

15時 か ら19時 ま で'捕獲 は な く、21時 に7個 体 、 そ

の後 、減 少 し3時 に4個 体 と再 び ピ ー クが あ った 。

N-21で'あ る。

6回 目 ・天 候 は 曇 り 日で 日没 ま ぎ わの19時 に は

8個 体 と ピ ー クが あ り、21時 と23時 で'は捕 獲 が な

く、21時 の 天 候 は 小 雨 、23時 は 強 雨 で あ った 。1

時 で は 強 雨 で トラ ップ の巡 視 はで きな か った 。 日

の 出後 天候 が 回復 し5時 に3個 体 捕 獲 され 、朝 方 の

活 動 が め だ っ た。平 均 気 温19.3℃ 、N-18で あ る。

6回 の 調 査 を トー タ ル して概 日周 期 を見 る と 、

口の 入 り後2!時 に34個 体 と、急 激 な増 加 が 見 られ、再

写 真4.カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダ マ シ が 草 の 根 に 集

ま っ て 採 食 し て い る 様 子(1980.7.20,i/,q査i地)

び1時 に25個 体:と増 え ピー クは2つ 顕 わ れ る

(図8)。

D.カ クス ナ ゴ ミム シ ダマ シの 食性

トラ ッフ の 餌 に は 糖 蜜 と腐 肉 の 二種 類 を用 い た

カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シは餌 の 臭 い に引 き寄 せ ら

れ て 捕 獲 され る と考 え られ 、 生 物 部 で'は糖 蜜 が植

物 性 、腐 肉 が 動物 性 の 食性 と判 断 した 、カ ク ノ、ナ ゴ

ミム シ ダマ シの 各 回 の 食性 を 見 る と図3に な 衝 、

1回 目の6月 ヒ旬(7日 、81Dか ら2回 目 の

6目 中 旬'(14日 、15日)の 調 査 で は糖 蜜 に か か っ
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図2.カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シの概 日周 期

(1980年)

1回 目

2回 目

40.5% 59、5%

35.0% 65.◎%

3回 目 87.5% 12.5
%

4回 目 75.0% 25.◎%

5回目[==巫 二==]

6回 目 72.2% 27.8%

口 糖蜜 口 腐肉

図3.カ クス ナ ゴ ミム シ ダ マ シの 食 性

(ト ラ ッ プの 餌 別 捕 獲 数 ・1980年)

た もの は40.5%と35.0%、 腐 肉 に か か っ た もの は

59.5%と65.0%で あ っ た 。6月 の初 中 旬 は腐 肉 の

トラ ップ に 多 く か か る傾 向 が あ り、 こ れ は1979年

に お い て も同 じ よ うな こ と が い えた 。3回 目 の6

月 下 旬(21日 、22日)以 降 は 糖 蜜 に か か っ た もの

は95.2%か ら72.2%、 腐 肉 に か か っ た も の は4.8

%か ら27.8%で あ り、6月 下 旬 以 降 の 調 査 で は糖

蜜 トラ ップ に か か る カ クス ナ ゴ ミム シ ダマ シが70

%以 上 を 占 め て い る。

E.カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダ マ シの 室 内観 察

室 内 観 察 を行 な っ た カ クス ナ ゴ ミム シ ダ マ シの

活 動 及 び休 息 の行 動 を記 録 したの が 表4で あ る。

さ ら に カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シの 行 動 を グ ラ フ に

表 した の が図4で あ る。

日の 入 り(19時07分 、 斜 里 町)後20時 の 活 動 中

の個 体 は35.0%、21時 は50%と 増 加 、そ の後22時 、

23時 と減 少 し0時 には30%で あ る。1時 、2時 に

再 び増 加 し3時 には55%と な る。 この 日の 日の 出

は3時45分(斜 里町)で4時 の 活 動 は30%と 減 少

して い る 。 日中 の 最 高 は8時 と12時 に12.5%で

あ るが 活 動 数 は 少 な く、 休 息 して い る個 体 が 多 い 。

ピー ク が見 られ た21時 のA水 槽 の カ ク ス ナ ゴ ミム

シ ダマ シの 活 動 中 の6個 体 、 及 びB水 槽 の 活 動 中

の14個 体 につ い て トレ ー ス した もの 、 及 び2度 目

の ピー ク が見 られ た3時 のA水 槽 の 活 動 中 の8個

体 、B水 槽 の 活 動 中 の14個 体 を トレー ス した の が

図6で あ る。 室 内観 察 を開始 した14時 か ら19時 ま

で の カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダ マ シの 行 動 の 特 徴 は 文章
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表4.室 内 観 察 に よ る カ ク ノ、ナ ゴ ミム シ ダマ シ

の 行 動

行動1活 動 数 …
休 息、 数

時間

丁
采食1生 殖

1

1

歩行 一汁
砂 ・隠れ

場 の ヒ 臆れ土骨砂の中1計

14時 0 1 。 †c)。:3

」一 一 一.

1 1 O旨37…40
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72

一†
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19時 0 0 1 1 1 16 22: 39

20時 1 0 ユ3 ユ4 . 9 8 9..: 26
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.「

22時 2 0 17.. 19. 2 9 10 21

23時 2 2 14.. 18 9 12 1. .22

0時 3 0 9 12. 8 12 8 露8

1時 1 O 16 17 4 8 11 23

2時 2 2.
.17

21 1 12 6 19

3.時 2 0 20. 22 3 7 8. 18
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35
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で 記録 し、20時 か ら は活 動 の 軌跡 を トレー ス し始

め翌 日の13H.、¥まで'継続 した 。AとB水 槽 に お け る

カ クス ナ ゴ ミム シ ダマ シの20時 か ら13時 まで 、1

時 間 ご と に5分 間 の 計18回 分 の トレ ー ス を重 ね 合

わ せ た もの が図7で あ る,,

全体 的 に見 て2つ の 水 槽 の トレー ス を比 較 す る
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図4.室 内 観 察 に よ る カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シ

の 行 動

とA水 槽 はB水 槽 よ り活 動 は 少 な か っ た.こ の 日

の野 外 の 天 候 は曇 り 日、 濃 霧 で'平均 気 温 は!5.1℃

で あ り、 実 験 室 で の 気 温 は22℃ と ほ とん ど変 化 が

な く湿 度 は74%と.一 昼.夜ぽ ぽこ・定 で あ っ た 。 室 内

観 察 が終 っ た13時05分 に そ れ ぞれ の 水 槽 に入 一って

い る40個 体 の カ ク スナ ゴ ミム シ ダマ シ を確 認 して

み る と、A・B水 槽.共 に1/固 体 づ っ 死 亡 して い た.

砂 中 で 休:息、して い た20個 体 の う ち、10emく ら いの

深 さ に2個 体 、13cmく らい に4個 体 潜 ん で いた 、,

図5.室 内観察における水槽の環境条件

一..40.



A水 槽 における全体 を通 した活動の特徴は、葉

のまわりや、水槽のヘ リを歩行するものが多いが

木の上や下、石の下 などで活動するものは少 しし

か見 られなかった。また、石の上や水槽の中央部

で活動するものはほとんど見られなかった。

B水 槽における全体 を通 した活動の特徴は、葉

の まわりや、水槽のヘ リを歩行するものが多いが

木の上や下、石の上や下で活動す るもめは少 しし

か見られなかった。また中央部で活動するものは

やはりほとんど見られなかった。

総合 して見 ると、活動の場所はその大半が物の

陰やヘ リなど障害物のあるような所であった。

図7.カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シの 全 トレー ス
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考 察

節 足 動 物 門 ・昆 虫 綱 ・鞘 翅 目 ・ゴ ミム シダ マ シ

科 の 中 型 甲 虫 の 一 種 に ゴ ミム シダマ シ(Tθ ηe6γめ

Pどdρes)が あ る。広 義 には ゴ ミム シ ダマ シ科 に属

す る種 類 を総 称 して ゴ ミム シ ダマ シ と い う。 全 世

界 に約13,000種 、 日本 に も 多数 の種 類(原 色 昆 虫

大 図 鑑Hの 北 隆 館 に は149種 記 載 され て お り、佐

々木 寛 之(1980)に よ る と 日本 産 既 知 種 に は220

種 が あ る とい う)が 産 す る。 主 と して 行 動 は 夜 間

活 動 し、 昼 間 は朽 木 の 中 、 樹 皮 の下 、 石 の 下 な ど

に潜 む。 通 常 朽 木 を食 べ る が、 と き に穀 粉 類 を食

べ る こ と が あ る と か か れ て い る。

こ の よ うに図 鑑 で は ゴ ミム シ ダマ シ科 は 夜 行 性

と い わ れ て い る。 わ れ わ れ 生 物部 が研 究 して い る

カ クス ナ ゴ ミム シ ダマ シの概 日周 期 を考察 して み

る と 、1979年 の野 外 調 査 で は 夜 間 に活 動 す る も の

が83.0%(日 の 出 の 時 間 は4時 前 後 で あ る が5時

に トラ ップ した 甲 虫 は夜 間 に含 め た)で あ っ た(斜

里 高 校 生 物 部 、1980)。1980年 の 野 外 調 査 で は 日 の

入 りか ら 日の 出 まで の 夜 間 に活 動 した の が79.3%

で あ っ た 。 こ の こ と よ り カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シ

は夜 行 性 で あ る こ と が確 め られ た。

と こ ろ で 夜 行 性 と い っ て も深 夜 中 同 じ よ うに歩

行 活 動 、 餌 を求 め る採 食 活 動 、 生 殖 期 の性 活 動 を

して い る もの で は な い だ ろ うと考 え て研 究 を行 な

っ た。1979年 の野 外 調 査 結 果 で は21時 と3時 に2

つ の 活 動 ピー クが顕 わ れ る こ と が わ か っ た 。1980

年 の 野 外 調査 に お い て は21時 と1時 に2つ の ピ ー

ク が 見 られ た 。 この2か 年 間 の デ ー ター を通 して

見 る と 日没 後21時 に行 動 が 活 発 に な り真 夜 中 の0

時 に は幾 分 活 動 が 鈍 くな る。 その 後 再 び 日の 出 前

の 午 前 中 に ピ ー クが 見 られ る。 た だ し1979年 で は

3時 に 、1980年 で は1時 と その ピ ー ク は幾 分 ず れ

が見 られ た 。 そ こで 野 外 調 査 で は2時 間 ご との 概

日周 期 を調 べ て い るの で 、 これ を追 試 す るた め1

時 問 ご との 室 内 観 察 を行 な い 、 カ ク ス ナ ゴ ミム シ

ダマ シ の概 日周 期 を調 べ た の で あ る。 こ の2年 間

の デ ー ター を比 較 す る た め 、2時 間 ご との 捕 獲 数

を トー タ ル した1979年 の 野 外 調査 に お け る概 日周

期 、 同 じ く1980年 の野 外 調 査 にお け る概 日周 期 、さ

ら に室 内観 察 で40個 体 中 の 活動 数 の概 日周期 と、

そ れ ぞ れ の グ ラ フ を重 ね合 わせ た もの が 、 図8で

あ る。

室 内 観 察 の概 日 リ ズ ム を時 間 ご と に細 か く見 て

み ると、観察 を始めた14時 から19時 までは休息期

といえ多くは隠れ場の下、砂の中で静止潜伏 して

いる。19時07分 の日の入 り約1時 間後の20時 にな

ると急 にごそごそと動 き始め活動期 に入 る。21時

には動 きはさらに活発になり走行活動、糖蜜での

採食行動が見られる。22時 と23時 にかけては糖蜜
・キュウリ・腐肉などの採食行動、2頭 が重なり

合 う生殖行為 らしきもの、ゆっくりとする歩行行

動 とすばやい走行行動の二つのタイプがあるよう

図8.カ クス ナ ゴ ミム シ ダマ シ の概 日 リ ズ ム

で活動は活発である。日の出は3時45分 で4時 の

観察では行動は顕著 に小 さくなる。5時 になると

ほとんど動 きがなく木 ・石 ・葉などの下で休息す

るものが増える。日の出後約1時 間後 に休息期 を

迎 えるもの と思われる。6時 と7時 は5時 とほと

んど変わらない。8時 より観察終 了の13時 までは

隠れ場の下で休息していたものが、砂の中に移動

して休息するものが多くなる。

周期活動の個性 について、森主一(1972)は 、
「ウミサボテンのような中枢神経 がない下等な生物

でも活動に個性がある」 といっている。本調査で

カクスナゴミムシダマシも日中わずかに活動する

ものが見 られるが、これは日周期活動の個性と見
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ていいだろう。

室内観察が終 了した時点で甲虫の位置 を確認 し

た時であるが、死んでいると思った甲虫が後 にわ

ずかに動いて生 きていたことに驚いた。このこと

からして 日中のほとんどの ものは砂の中にもぐっ

て完全に静止休息 していると思 う。なお夜間の20

時 から3時 の間に蛍光灯 をつけて観察 したとき、

光 に対 して逃 げていくものもあり、観察者のざわつ

いた音に対 しての反応 もわずかに見 られた。

ここでカクスナゴ ミムシダマシの行動について

要約すると活動期は日の入 り約1時 間後の20時 か

ら、日の出直後の4時 までである。1980年 の野外

調査 では1時 に活動 ピー クがあったが、室内観察

を通 して見ると、活動の ピークは21時 と3時 に2

つの活動 ピークをもつ深夜活動型と思われる。斜

里高校生物部1979年 の研究 では21時 と3時 に2

っの ピークを持つ宵暁型 といったが、深夜活動型

に訂正 したい。そして 日の出後1時 間後の5時 か

ら19時 までが休息期 といえ、多 くは砂の中に潜む

潜伏(静 止)行 動 をとる。 このようにカクスナゴ

ミムシダマシの行動には時間ごとに特有なリズム

を持っていることがはっきりといえるだろう。

概 日リズムが 気温 の 影 響 をどのように受け

るのかということは、いろいろと検討 して きた。

カクスナゴ ミムシダマ シの1979年 と1980年 の野外

調査時における捕獲時の気温 と個体数の関係 を表

わしたのが図9で ある。気温と捕獲数 における19

79年 の相関係数 はρ一一〇.269、1980年 はρ一一〇.

158、2年 間で見るとρ一一〇.197となり気温 と捕

獲数との相関はないといえる。 さらに今回の室内

観察での室温 は偶然 にも野外の天候の影響 により

1日 の温度変化がほとんどなく、ほぼ22℃ であっ

図9.気 温 と捕 獲 数 の相 関(1979年 ・1980年)

た。それにもかかわらず明瞭な概 日リズムを表わし

ていることは温度 との相関性はほとんどないと考

えられる。

このことについての文献 を調べてみると、森主
一一(1972)に よると単細胞生物から植物 ・変温動

物 ・恒温動物 を通 じて温度不依存 とい う性質が一

般的 にみ られる。温度不依存 とは多少の温度変化

では生物の活動量は変化 しても周期 自体 は変化せ

ず、もし変化 したとしてもこれは一時的なことで

時間がたつことによってもとの周期 にもどってし

まうという。ようするに周期の長 さが温度によっ

て影響 を受けないということである。

自然界での昆虫の生活では一 日のリズムがあり

約24時 間の長 さを測 って活動と休息を繰 り返 して

いる。それは環境サイクル(光 ・温度 ・湿度 など)
あ

が 引 き起 こ して い る よ う に見 え るが 、 こ の一 日の

生 活 リ ズ ム の原 因 は 昆 虫 自体 に組 み 込 ま れ て い る

生 物 時 計(biologicalclock)に よ っ て行 な われ

る もの と思 わ れ る。 こ の よ うな 、1日 の生 活 リズ

ム を支 配 して い る生 物 時 計 は 、動 植 物 を問 わず 、

ひ ろ くそ な わ って い る。 その 生 物 時 計 の機 構 につ

い て は、 現 在 ゴキ ブ リ に よ っ て その 構 造 が 最 も明

瞭 に解 明 され て い る とい う。 宇 尾 淳 子(1979)に

よ れ ば 、脳 に あ る左 右 の 視 葉 こ そ が時 計 の ミ駆 動

の幽 で あ って 、 こ こ か らの指 令 は神 経 経 路 で あ

る電 気 的 興 奮 に よ っ て 、 仲 介 の座 で あ る脳 間 部 に

伝 え られ る。 その 情 報 に した が っ て脳 部 か らの 分

泌 が リズ ミカ ル に行 われ 、 これ が体 液 を通 じて全

身 に送 られ る と い う。

昆 虫 以 外 の す べ て の 動 物 も含 め て 、 ゴキ ブ リの

活 動 リズ ム を支 配 す る時 計 の 所 在 を明 ら か に した

の が 最 初 で あ る とい う。 我 々 生 物 部 は 地 表 性 甲 虫

一 特 に カ クス ナ ゴ ミム シ ダマ シ の概 日 リズ ム を

調 査 研 究 して きて 、 生 物 時 計 の あ る こ と を知 っ た

が 、 ま だ ま だ生 物 時 計 の構 造 や 機 構 につ い て は解

明 さ れ て い な く、これ か らの 研 究 に 待 た れ るこ とは 、

実 に興 味 が つ き な い こ と で す 。

次 に カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シの トラ ップ の餌 に

よ る食 性 につ い て考 えて み た い 。過 去2年 間 に行

な っ た野 外 調 査 の 結 果 で は 、6月 上 旬(7日 、8

日)に 腐 肉 に59.5%(1980)と 多 く、 さ らに6月

中 旬 の14日 と15日 に は65.0%(1980)、16日 と17日

に は83.3%(1979)と 腐 肉 の トラ ップ に か か る率

が 高 い 。 この 時 期 に お い て は 、 植 物 性 の 食 餌 が 乏
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し く、動 物 性 の餌 を好 む もの と思 れ る。6月 下 旬

に な る と、21日 と22日 とは87.5%(1980)と 糖 蜜

がふ え、30日 とZ日 に は43.8%(1979)と 糖 蜜 が

半 数 を割 って い る こ と も あ るが 、7月 以 降 か ら下

旬 まで の 調 査 で は過 去2年 間 い ず れ も糖 蜜 トラ ッ

プ に か か る率 が上 回 っ て い る。6月 上 旬 か ら7月

下 旬 の トー タ ル で は1979年 に お い て は糖 蜜 に47.2

%、 腐 肉 に52.8%、1980年 の調 査 で は 糖 蜜 に60.3

%、 腐 肉 に39.7%と 糖 蜜 トラ ップ に か か る率 が わ

ず か に上 回 っ て い る。中根 猛彦 監 修 「学 研 中 高 生 図

鑑 ② 」には 、カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シは 腐 植 物 を食

べ る と あ るが 、 本 調 査 か ら季 節 に よ っ て食 性 が異

な り、 な お そ の 食 性 は 雑 食 性 と考 え ら れ、6月 下

旬 を境 と して動 物 性 の ほ うか ら植 物 性 の 餌 へ と移

り変 るの で は な い か と も思 わ れ た。

今 後 の 課 題

カ クス ナ ゴ ミム シ ダマ シの概 日 リズ ム の 概 要 は

わ か った が 、日の 入 り後 か ら活 動 を開始 す る時 間 、

さ らに 日の 出 後 よ り活 動 を休 止 す る時 間 帯 の と こ

ろ を連 続 して室 内観 察 を して 明 か に して み た い。

ま た雌 雄 に よ っ て 活 動 性 に違 い が あ る こ と は、

ア カ イ エ カ、 カ マ ドウマ 、 ゴ キ ブ リ、 ホ タ ル な ど

で す で に知 ら れ て い る こ とか ら、カ クスナ ゴ ミムシ

ダマ シ に つ い て 、雌 雄 識 別 法 を研 究 し、 雌 雄 を区

別 して概 日 リ ズ ム を調 査 す る こ と も可 能 で あ る。

さ ら に は 、 生 殖 活 動 につ い て は よ く わ か らず 、2

個 体 が重 な り合 っ て い る も の を詳 し く調 べ る こ と

が で き る で あ ろ う。 そ して 、 カ クス ナ ゴ ミム シ ダ

マ シ な ど を飼 育 して い るの で 、何 月 ご ろ産 卵 す る

の か 、 幼 虫 の 生 活 状 態 は 、 越 冬 は い つ 頃 で成 虫 の

ま まで越 す の か な ど、 ラ イ フサ イ クル を研 究 して

み た い。

最 後 に カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シの 食 性 につ い て

は、 トラ ッ プ の餌 の 臭 い に 引 き寄 せ られ て 捕 獲 さ

れ た の を食 性 と考 えて い るの で 、 室 内 実 験 に お い

て 究 明 して み た い と考 え て い る。

〔追記〕 この研究の一部 は1980年11月14日 から15

日に釧路市で行なわれた第19回 北海道理科研究発

表大会の生物部門で発表 し、奨励賞を受賞 しまし

た。さらに、読売新聞社 が主催する第24同 日本学

生科学賞北海道審査(1980年12月13日)に 初めて

応募 し、高校の部で佳作入賞 しました。
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